
雑文

ヤマネ

タテ書き小説ネット Byヒナプロジェクト

http://pdfnovels.net/



1

注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
雑
文

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
５
４
９
０
Ｖ

【
作
者
名
】

　
ヤ
マ
ネ

【
あ
ら
す
じ
】

　
書
き
な
ぐ
り
。

基
本
的
に
ど
う
に
も
煮
詰
ま
っ
た
時
と
か
に
吐
き
出
し
ま
す
。

よ
っ
て
非
常
に
ア
レ
な
も
の
に
な
る
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
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辺
境
の
～
　
覚
書
（
前
書
き
）

作
者
の
メ
モ
。

こ
う
い
う
の
出
す
べ
き
じ
ゃ
な
い
気
も
す
る
け
ど
、
こ
こ
見
て
る
人
ほ
ぼ
い
な

い
し
良
い
か
な
。
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辺
境
の
～
　
覚
書
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櫛
八
玉
。
通
称
　
ク
シ

く
し
や
た
ま

エ
ル
フ
の
〈
神
祇
官
〉
で
レ
ベ
ル
９
０
。
サ
ブ
は
〈
料
理
人
〉
で
こ
っ
ち
の
レ

ベ
ル
も
９
０
。

二
つ
名
は
”
突
貫
黒
巫
女
”
。
怒
ら
せ
ち
ゃ
い
け
な
い
と
か
言
わ
れ
て
た
ら
し

い
。

〈
エ
ル
ダ
ー
・
テ
イ
ル
〉
歴
１
０
年
の
ベ
テ
ラ
ン
プ
レ
イ
ヤ
ー
。
本
人
は
否
定

す
る
が
ヤ
エ
曰
く
「
黒
剣
も
ド
ン
引
き
レ
ベ
ル
」
な
廃
人
。

〈
大
災
害
〉
直
前
は
引
退
を
考
え
て
お
り
、
イ
ン
が
減
っ
て
い
た
っ
ぽ
い
。

身
長
１
６
８
ｃ
ｍ
。
長
身
の
細
身
で
、
腰
ま
で
か
か
る
程
度
の
黒
髪
の
ス
ト
レ

ー
ト
ヘ
ア
。
長
身
は
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
ら
し
い
。

少
々
つ
り
目
。
本
人
に
自
覚
は
な
い
が
モ
デ
ル
体
型
で
カ
ッ
コ
イ
イ
お
姉
さ
ま

系
。
ゲ
ー
ム
内
で
は
黒
い
袴
の
巫
女
装
束
。

３
ヶ
月
前
ま
で
〈
Ｄ
．
Ｄ
．
Ｄ
〉
に
居
た
っ
ぽ
い
。
当
時
は
主
要
人
物
だ
っ
た

み
た
い
な
気
が
す
る
。

〈
エ
ル
ダ
ー
・
テ
イ
ル
〉
開
始
直
後
も
し
く
は
早
い
う
ち
に
に
ゃ
ん
様
、
ヤ
エ
、

山
ち
ゃ
ん
と
同
じ
中
小
規
模
ギ
ル
ド
に
所
属
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
〈
猫
ま

ん
ま
〉
か
も
し
れ
な
い
。
ち
が
う
か
も
し
れ
な
い
。

〈
ホ
ネ
ス
テ
ィ
〉
の
ギ
ル
ド
マ
ス
タ
ー
、
ア
イ
ン
ス
と
は
旧
知
ら
し
い
。
〈
神

祇
官
〉
つ
な
が
り
か
。

〈
源
氏
の
鎧
〉
、
〈
源
氏
の
篭
手
〉
と
い
う
（
幻
想
級
）
ア
イ
テ
ム
を
所
持
し

て
い
る
。

〈
黒
耀
の
袴
〉
と
神
剣
が
（
秘
宝
級
）
ア
イ
テ
ム
ら
し
い
。

中
の
人
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
系
の
仕
事
を
し
て
る
っ
ぽ
い
。
２
０
代
中
盤
。

時
代
劇
マ
ニ
ア
。
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ヤ
エ
ザ
ク
ラ
。
通
称
　
ヤ
エ

ハ
ー
フ
ア
ル
ヴ
の
〈
妖
術
師
〉
で
レ
ベ
ル
４
６
。
サ
ブ
は
現
状
不
明
。

櫛
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
ベ
テ
ラ
ン
プ
レ
イ
ヤ
ー
だ
が
、
何
度
も
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を

変
え
て
い
る
。
本
人
は
否
定
す
る
が
ク
シ
曰
く
「
最
低
で
も
私
以
上
」
の
廃
人
。

レ
ベ
ル
９
０
の
別
キ
ャ
ラ
が
最
低
３
人
は
居
る
ら
し
い
。
そ
の
う
ち
２
人
は
男

性
キ
ャ
ラ
で
い
わ
ゆ
る
ネ
ナ
ベ
。
一
人
は
〈
守
護
騎
士
〉
。

今
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
数
ヶ
月
前
に
作
り
直
し
た
ば
か
り
で
、
ス
キ
ル
や
装
備

は
初
心
者
レ
ベ
ル
。

に
ゃ
ん
様
、
山
ち
ゃ
ん
は
ク
シ
と
共
通
の
友
人
。
と
も
に
付
き
合
い
は
長
そ
う
。

レ
ベ
ル
９
０
キ
ャ
ラ
の
時
に
は
〈
Ｄ
．
Ｄ
．
Ｄ
〉
に
居
た
か
も
し
れ
な
い
。

身
長
１
５
２
ｃ
ｍ
。
標
準
体
型
で
、
目
が
大
き
め
で
童
顔
な
た
め
年
齢
よ
り
も

幼
い
印
象
。

髪
型
は
毛
先
に
パ
ー
マ
が
入
っ
た
シ
ョ
ー
ト
ボ
ブ
で
ハ
ニ
ー
ブ
ラ
ウ
ン
。

コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
ら
し
い
。
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－
－
－

ユ
ウ
タ
。
本
名
（
山
城
 

雄
大
）

人
間
の
〈
モ
ン
ク
〉
で
レ
ベ
ル
４
６
。
サ
ブ
は
〈
調
剤
師
〉
。

５
年
前
に
１
年
ほ
ど
の
プ
レ
イ
経
験
が
あ
り
、
そ
の
際
は
盗
剣
士
の
レ
ベ
ル
７

ス
ワ
ッ
シ
ュ
バ
ッ
ク
ラ
ー

６
。

当
時
の
最
高
レ
ベ
ル
は
８
０
で
あ
る
た
め
、
経
験
的
に
は
中
級
者
以
上
と
思
わ

れ
る
。

身
長
１
７
６
ｃ
ｍ
、
体
型
の
細
マ
ッ
チ
ョ
は
ゲ
ー
ム
キ
ャ
ラ
化
の
影
響
。

髪
型
は
眉
に
掛
か
ら
な
い
程
度
の
短
め
シ
ョ
ー
ト
レ
イ
ヤ
ー
で
ア
ッ
シ
ュ
ブ
ラ
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ウ
ン
。
糸
目
。

格
闘
ゲ
ー
ム
オ
タ
ク
で
、
カ
ン
フ
ー
映
画
好
き
。
ク
シ
、
ヤ
エ
よ
り
も
１
つ
２

つ
程
度
年
上
っ
ぽ
い
。
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－
－

ダ
ル
タ
ス
。
通
称
　
ダ
ル
太

人
間
の
〈
守
護
騎
士
〉
で
レ
ベ
ル
５
２
。
サ
ブ
の
及
言
は
い
ま
の
と
こ
ろ
な
し
。

〈
Ｄ
．
Ｄ
．
Ｄ
〉
に
所
属
す
る
中
級
者
。
で
も
能
力
的
に
は
初
心
者
に
ち
ょ
い

と
毛
が
は
え
た
程
度
の
プ
レ
イ
ヤ
ー
。

〈
Ｄ
．
Ｄ
．
Ｄ
〉
に
入
っ
た
の
は
ま
だ
３
ヶ
月
未
満
の
こ
と
。

中
の
人
は
高
校
生
。
サ
ッ
カ
ー
部
所
属
で
、
レ
ギ
ュ
ラ
ー
の
ボ
ラ
ン
チ
。
体
育

会
系
。
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－
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－

ミ
ヅ
ホ

人
間
の
〈
吟
遊
詩
人
〉
で
レ
ベ
ル
４
８
。
サ
ブ
は
〈
狩
人
〉
。

ゲ
ー
ム
時
に
は
弓
を
メ
イ
ン
武
器
に
し
て
い
た
が
、
現
在
弓
が
苦
手
の
模
様
。

〈
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
〉
に
所
属
し
て
い
る
中
級
者
。
初
心
者
の
お
手
伝
い
を
よ
く

し
て
い
る
面
倒
見
の
良
い
性
格
。
ち
ょ
い
ボ
ケ
。

中
の
人
は
沖
縄
か
ら
上
京
し
て
き
た
女
子
大
生
。

身
長
１
６
５
ｃ
ｍ
、
頭
の
後
ろ
で
一
つ
の
三
つ
編
み
に
ま
と
め
ら
れ
た
ち
ょ
っ

と
癖
の
あ
り
そ
う
な
茶
色
い
髪
。
浅
黒
い
肌
と
目
鼻
立
ち
の
く
っ
き
り
し
た
顔
。

小
さ
い
頃
か
ら
三
線
を
習
っ
て
い
て
、
〈
吟
遊
詩
人
〉
を
選
ん
だ
の
も
そ
の
影

響
。
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－
－
－
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－
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－
－
－

百
目

ひ
ゃ
く
め

人
間
の
〈
武
士
〉
で
レ
ベ
ル
２
８
。
サ
ブ
は
見
取
得
。
所
属
ギ
ル
ド
な
し
。

最
近
〈
エ
ル
ダ
ー
テ
イ
ル
〉
を
始
め
た
初
心
者
。

中
の
人
は
大
学
生
。
優
柔
不
断
気
味
で
フ
ラ
グ
ブ
レ
イ
カ
ー
な
よ
く
あ
り
そ
う

な
性
格
。

作
者
が
ち
ゃ
ん
と
物
語
を
書
こ
う
と
思
っ
た
時
の
主
人
公
だ
っ
た
筈
の
人
。
ご

め
ん
ね
、
諦
め
ち
ゃ
っ
て
。
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－
－

ス
イ
レ
ン

狐
尾
族
の
〈
森
呪
遣
い
〉
で
レ
ベ
ル
２
８
。
サ
ブ
は
見
取
得
。

所
属
ギ
ル
ド
の
他
メ
ン
バ
ー
は
〈
大
災
害
〉
時
に
ロ
グ
イ
ン
し
て
お
ら
ず
、
ギ

ル
ド
未
所
属
と
か
わ
ら
な
い
。

百
目
君
と
同
じ
く
最
近
〈
エ
ル
ダ
ー
テ
イ
ル
〉
を
始
め
た
初
心
者
。

中
の
人
も
ま
た
同
じ
く
大
学
生
。
お
っ
と
り
天
然
と
い
う
、
こ
れ
ま
た
よ
く
あ

り
そ
う
な
性
格
。

あ
ま
り
考
え
ず
に
親
し
い
よ
う
な
態
度
を
取
っ
て
し
ま
う
た
め
に
勘
違
い
さ
れ

る
こ
と
多
数
。
本
人
自
覚
な
し
。

作
者
が
ち
ゃ
ん
と
物
語
を
書
こ
う
と
思
っ
た
時
の
ヒ
ロ
イ
ン
だ
っ
た
筈
の
人
。

ゆ
る
し
て
ね
。

あ
と
、
書
い
て
い
て
思
っ
た
け
ど
、
ス
レ
イ
ン
と
見
間
違
え
て
困
る
。
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－

ヒ
ギ
ー
、
ミ
ダ
リ
ー
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ハ
ー
フ
ア
ル
ヴ
の
〈
暗
殺
者
〉
と
〈
召
喚
術
師
〉
で
、
共
に
レ
ベ
ル
２
５
。
サ

ブ
の
及
言
は
い
ま
の
と
こ
ろ
な
し
。

テ
ン
プ
ル
サ
イ
ド
残
留
組
で
は
一
番
低
レ
ベ
ル
。

中
学
生
の
一
卵
性
双
生
児
。
見
た
目
同
じ
で
、
サ
イ
ド
ポ
ニ
ー
の
左
右
が
違
う
。

し
か
し
日
に
よ
っ
て
ど
っ
ち
が
右
か
左
か
変
わ
る
た
め
、
判
断
の
材
料
に
な
ら

な
い
。
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－
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－
－
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－
－
－

リ
ッ
ク
リ
ッ
ク
、
通
称
　
リ
ッ
ク

エ
ル
フ
の
〈
召
喚
術
師
〉
で
レ
ベ
ル
３
８
。
サ
ブ
は
〈
料
理
人
〉
。

ミ
ヅ
ホ
と
同
じ
く
〈
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
〉
に
所
属
。
テ
ン
プ
ル
サ
イ
ド
残
留
組
で

は
ヤ
エ
、
ユ
ウ
タ
に
次
ぐ
レ
ベ
ル
。

携
帯
食
作
る
よ
～
っ
て
い
っ
て
た
人
。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
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－
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－
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－
－
－
－
－
－

残
り
テ
ン
プ
ル
サ
イ
ド
残
留
組

＊
＊
＊
＊
　
　
〈
未
定
〉
　
　
　
　
Ｌ
Ｖ
３
４
　
女
性
　
人
間
　
　
　
　
　
吟

遊
詩
人
　
｜
サ
ブ
未
定

＊
＊
＊
＊
　
　
〈
未
定
〉
　
　
　
　
Ｌ
Ｖ
３
３
　
男
性
　
人
間
　
　
　
　
　
暗

殺
者
　
　
｜
サ
ブ
未
定

＊
＊
＊
＊
　
　
〈
未
定
〉
　
　
　
　
Ｌ
Ｖ
３
１
　
男
性
　
人
間
　
　
　
　
　
盗

剣
士
　
　
｜
サ
ブ
未
定

＊
＊
＊
＊
　
　
〈
未
定
〉
　
　
　
　
Ｌ
Ｖ
３
１
　
男
性
　
人
間
　
　
　
　
　
妖

術
師
　
　
｜
サ
ブ
未
定

キ
ュ
ー
リ
ー
　
〈
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
〉
Ｌ
Ｖ
３
０
　
女
性
　
人
間
　
　
　
　
　
施

療
神
官
　
｜
サ
ブ
未
定
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ア
キ
オ
ミ
　
　
〈
無
所
属
〉
　
　
　
Ｌ
Ｖ
２
９
　
男
性
　
狼
牙
族
　
　
　
　
吟

遊
詩
人
　
｜
サ
ブ
未
定

ア
マ
ネ
　
　
　
〈
無
所
属
〉
　
　
　
Ｌ
Ｖ
２
９
　
女
性
　
猫
人
族
　
　
　
　
暗

殺
者
　
　
｜
サ
ブ
未
定

＊
＊
＊
＊
　
　
〈
未
定
〉
　
　
　
　
Ｌ
Ｖ
２
８
　
男
性
　
人
間
　
　
　
　
　
吟

遊
詩
人
　
｜
サ
ブ
未
定

＊
＊
＊
＊
　
　
〈
未
定
〉
　
　
　
　
Ｌ
Ｖ
２
６
　
男
性
　
人
間
　
　
　
　
　
盗

剣
士
　
　
｜
サ
ブ
未
定

＊
＊
＊
＊
　
　
〈
グ
ラ
ン
デ
ー
ル
〉
Ｌ
Ｖ
２
６
　
男
性
　
人
間
　
　
　
　
　
武

闘
家
　
　
｜
サ
ブ
未
定

＊
＊
＊
＊
　
　
〈
未
定
〉
　
　
　
　
Ｌ
Ｖ
２
６
　
男
性
　
人
間
　
　
　
　
　
神

祇
官
　
　
｜
サ
ブ
未
定

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

山
ち
ゃ
ん
、
通
称
　
女
史

〈
エ
ル
ダ
ー
・
テ
イ
ル
〉
を
始
め
た
あ
た
り
で
ク
シ
の
後
輩
ポ
ジ
シ
ョ
ン
だ
っ

た
模
様
。

ヤ
エ
も
先
輩
と
呼
ぶ
あ
た
り
、
そ
の
当
時
つ
る
ん
で
い
た
の
か
。

現
在
〈
Ｄ
．
Ｄ
．
Ｄ
〉
の
主
要
人
物
ら
し
い
。
ギ
ル
ド
内
で
は
怖
が
ら
れ
て
い

る
っ
ぽ
い
。

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

に
ゃ
ん
様
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ク
シ
よ
り
も
〈
エ
ル
ダ
ー
・
テ
イ
ル
〉
経
験
が
長
く
歳
も
上
っ
ぽ
い
超
ベ
テ
ラ

ン
プ
レ
イ
ヤ
ー
。
サ
ブ
は
〈
料
理
人
〉
。

年
少
者
を
見
守
る
よ
う
な
プ
レ
イ
ス
タ
イ
ル
ら
し
い
。

語
尾
か
ら
考
え
る
に
〈
猫
人
族
〉
っ
ぽ
い
よ
う
な
予
感
。
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通
勤
電
車
と
宝
塚

　
湿
度
が
高
い
。
空
気
が
薄
い
。
暑
い
。
眠
い
。
頭
が
く
ら
く
ら
す
る
。

　　
現
在
午
前
８
時
半
、
私
達
は
通
勤
電
車
内
で
お
し
く
ら
饅
頭
を
体
験
中
。
ぎ

ゅ
う
ぎ
ゅ
う
で
あ
る
。

　
一
番
先
頭
の
女
性
専
用
車
両
と
い
う
の
を
選
ん
だ
の
だ
が
、
こ
れ
は
失
敗
だ

っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
女
子
高
出
身
者
な
ら
ば
ご
存
知
か
も
し
れ
な
い
が
、
女

性
ば
か
り
が
集
ま
っ
た
場
合
の
女
性
臭
と
化
粧
や
香
水
の
香
り
が
あ
い
ま
っ
て
、

そ
れ
が
と
て
つ
も
な
く
濃
い
の
だ
。

　
こ
れ
は
徹
夜
明
け
の
体
調
に
は
な
か
な
か
に
来
る
も
の
が
あ
る
。

　
何
故
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
な
い
私
達
が
こ
ん
な
状
況
に
陥
っ
て
い
る
か
を

簡
単
に
説
明
す
る
と
、
呑
み
会
の
後
に
朝
ま
で
コ
ー
ス
に
突
入
し
て
、
帰
る
間

も
な
く
２
限
の
大
学
の
授
業
に
直
行
の
為
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
も
う
少
し
詳
細
を
説
明
す
る
と
、
私
の
プ
レ
ー
す
る
某
有
名
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ

ー
ム
に
て
、
同
じ
チ
ー
ム
と
い
う
か
グ
ル
ー
プ
に
所
属
す
る
プ
レ
イ
ヤ
ー
同
士

が
ゲ
ー
ム
外
、
い
わ
ゆ
る
リ
ア
ル
で
集
ま
る
と
い
う
通
称
オ
フ
会
と
い
う
も
の

が
企
画
さ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
。

　
参
加
者
の
年
齢
が
高
め
な
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
が
都
内
某
所
の
チ
ェ
ー
ン
の

居
酒
屋
で
の
開
催
と
な
り
、
妙
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
後
一
部
の
参
加
者
は

２
次
会
の
カ
ラ
オ
ケ
に
な
だ
れ
込
み
、
終
電
を
逃
し
た
数
名
で
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ

に
突
入
。
本
末
転
倒
だ
と
今
に
な
る
と
思
う
の
だ
が
、
オ
フ
会
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
ネ
ッ
ト
カ
フ
ェ
で
そ
の
某
ゲ
ー
ム
を
始
め
、
始
発
が
動
き
出
し
て
結
構

な
時
間
が
た
っ
た
今
頃
に
な
っ
て
移
動
を
開
始
し
た
と
い
う
の
が
現
状
ま
で
の

経
過
で
あ
る
。

「
う
～
、
ぎ
も
ぢ
わ
る
い
～
、
息
が
で
ぎ
な
い
～
」
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背
が
低
い
為
、
私
の
横
で
他
の
乗
客
の
中
に
埋
も
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
そ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
仲
間
の
ヤ
エ
。

　
ゲ
ー
ム
を
始
め
た
時
期
も
年
齢
も
近
く
共
に
都
内
在
住
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ゲ
ー
ム
内
で
も
リ
ア
ル
で
も
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
が
多
い
、
ま
あ
多
分
親
友

と
い
え
る
だ
ろ
う
存
在
だ
。

「
ヤ
エ
は
あ
と
２
駅
だ
っ
た
か
。
私
は
ま
だ
３
０
分
ほ
ど
こ
れ
に
乗
っ
て
な
く

ち
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
か
ら
我
慢
し
ろ
」

「
ク
シ
は
背
高
い
か
ら
い
い
じ
ゃ
ん
。
私
の
コ
レ
は
ほ
ん
と
き
っ
つ
い
ん
だ
っ

て
・
・
・
」

「
背
が
高
い
こ
と
の
数
少
な
い
メ
リ
ッ
ト
な
ん
だ
か
ら
、
そ
こ
だ
け
文
句
を
言

わ
れ
て
も
。
ま
あ
社
会
勉
強
だ
と
思
っ
て
諦
め
る
し
か
？
」

　
な
ど
と
話
を
し
て
い
る
と
駅
に
到
着
。
人
の
出
入
り
が
多
い
駅
の
よ
う
だ
。

奥
の
ほ
う
か
ら
人
を
押
し
の
け
出
口
に
向
か
う
人
、
降
車
が
終
っ
て
い
な
い
の

に
乗
車
し
よ
う
と
す
る
人
、
阿
鼻
叫
喚
で
あ
る
。

　
い
や
こ
の
状
況
、
も
う
入
っ
て
く
る
の
は
無
理
だ
ろ
う
と
い
う
の
に
ホ
ー
ム

か
ら
は
ま
だ
数
人
、
体
を
押
し
込
も
う
と
突
入
し
て
く
る
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と

は
か
く
も
厳
し
い
日
常
を
送
ら
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
・
・
・

「
無
理
な
ご
乗
車
、
駆
け
込
み
で
の
ご
乗
車
は
大
変
危
険
で
す
の
で
お
や
め
く

だ
さ
い
！
」

「
も
う
一
歩
、
も
う
一
歩
車
内
の
中
ほ
ど
に
お
詰
め
願
い
ま
す
！
」

　
こ
の
車
両
を
担
当
す
る
駅
員
さ
ん
は
女
性
の
よ
う
だ
。
せ
っ
ぱ
つ
ま
っ
た
高

い
声
が
徹
夜
明
け
の
頭
に
響
く
。
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「
も
う
一
歩
っ
て
、
ヤ
エ
半
分
く
ら
い
体
浮
い
て
る
ん
だ
け
ど
・
・
・
」

「
む
、
私
も
片
足
立
ち
状
態
で
動
く
と
か
無
理
。
う
、
体
が
斜
め
に
な
っ
て
て

足
つ
り
そ
う
・
・
・
」

　
ど
う
に
か
ド
ア
は
閉
ま
っ
た
よ
う
で
、
ゆ
っ
く
り
と
電
車
は
動
き
出
す
。

　
こ
れ
以
上
の
混
雑
は
あ
り
え
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
の
だ
け
ど
、
先
刻

よ
り
も
外
部
か
ら
の
圧
力
は
増
し
て
い
る
気
が
す
る
。
肋
骨
に
ヒ
ビ
が
入
る
ん

で
は
な
か
ろ
う
か
。

「
な
ん
て
い
う
か
、
同
姓
に
は
厳
し
く
な
る
っ
て
い
う
け
ど
さ
、
朝
か
ら
女
性

の
駅
員
さ
ん
の
金
切
り
声
っ
て
の
は
ム
カ
っ
て
き
ち
ゃ
う
ん
だ
け
ど
。
も
う
ち

ょ
っ
と
ど
う
に
か
な
ら
な
い
も
ん
な
の
？
」

　
や
っ
と
で
着
地
で
き
て
一
息
つ
い
た
ヤ
エ
が
、
不
満
げ
に
そ
ん
な
事
を
言
う
。

「
甲
高
い
声
と
い
う
の
は
イ
ラ
イ
ラ
度
を
増
す
要
因
に
は
な
り
そ
う
な
気
が
す

る
な
、
確
か
に
。
と
は
い
え
駅
員
さ
ん
も
必
死
な
ん
だ
か
ら
、
そ
う
邪
険
に
す

る
の
も
失
礼
じ
ゃ
な
い
か
い
？
」

「
う
～
、
せ
め
て
も
う
ち
ょ
っ
と
落
ち
着
い
た
声
を
出
し
て
ほ
し
い
わ
け
な
の

よ
、
ヤ
エ
と
し
て
は
。
た
と
え
ば
さ
、
宝
塚
の
男
役
み
た
い
な
の
と
か
さ
」

「
む
、
あ
れ
か
？
　
『
お
嬢
さ
ん
、
も
う
一
歩
車
内
の
奥
ま
で
詰
め
て
は
い
た

だ
け
な
い
だ
ろ
う
か
』
　
と
か
言
う
の
か
？
」

　
試
し
に
声
は
低
め
で
お
腹
か
ら
声
を
出
す
よ
う
な
感
じ
で
言
っ
て
み
る
。
も

と
も
と
私
の
声
は
低
め
な
の
だ
。
ち
な
み
に
セ
リ
フ
は
某
ブ
ル
ボ
ン
朝
フ
ラ
ン

ス
王
国
首
都
の
刺
が
あ
る
花
あ
た
り
を
連
想
し
て
。
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「
そ
う
そ
う
、
そ
ん
な
感
じ
。
ク
シ
上
手
い
じ
ゃ
ん
」

「
そ
う
？
そ
れ
じ
ゃ
、
『
無
理
な
乗
車
は
危
険
だ
。
駆
け
込
み
で
の
乗
車
な
ど

も
っ
て
の
外
。
怪
我
な
ど
し
て
し
ま
っ
て
は
元
も
子
も
な
い
だ
ろ
う
？
次
の
電

車
を
待
っ
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
』
と
か
は
？
」

　
言
い
訳
を
さ
せ
て
も
ら
え
る
な
ら
、
あ
れ
だ
。
徹
夜
明
け
の
妙
な
ハ
イ
テ
ン

シ
ョ
ン
と
い
う
か
、
後
か
ら
考
え
る
と
下
ら
な
い
こ
と
が
妙
に
面
白
か
っ
た
り

す
る
あ
れ
だ
っ
た
の
だ
と
思
う
。
何
故
か
と
て
も
楽
し
か
っ
た
の
だ
。

「
い
い
か
も
、
せ
っ
か
く
だ
か
ら
昨
日
の
居
酒
屋
と
か
で
注
文
す
る
と
き
も
、

そ
う
し
た
ら
楽
し
か
っ
た
か
も
」

「
な
る
ほ
ど
。
『
そ
こ
の
お
嬢
さ
ん
、
ナ
マ
中
を
２
杯
お
願
い
し
た
い
の
だ
が
。

あ
あ
、
ネ
ギ
マ
も
同
じ
く
２
本
頼
み
た
い
』
と
か
だ
な
」

　
そ
の
時
、
車
両
は
次
の
駅
に
止
ま
り
、
ド
ア
が
開
い
た
。

「
そ
れ
じ
ゃ
、
ヤ
エ
こ
こ
で
降
り
る
か
ら
。
ま
た
夜
ね
～
」

「
え
？
」

　
ニ
ヤ
ニ
ヤ
笑
い
な
が
ら
、
ヤ
エ
が
人
ご
み
と
共
に
去
っ
て
い
っ
た
。

　
こ
の
駅
は
降
車
が
多
い
ら
し
く
、
今
ま
で
の
混
雑
が
嘘
の
よ
う
に
社
内
に
残

さ
れ
た
人
数
は
少
な
い
。

　
な
ん
だ
か
、
妙
な
視
線
を
周
り
か
ら
感
じ
る
。
　
あ
、
な
ん
か
笑
い
を
堪
え

て
い
る
人
が
い
る
。

　
ぐ
、
や
ら
れ
た
。
ま
た
し
て
も
ヤ
エ
に
・
・
・
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そ
の
後
、
私
は
降
車
駅
で
も
な
い
次
の
停
車
駅
で
逃
げ
る
よ
う
に
降
車
し
、

２
限
目
の
授
業
に
遅
刻
し
た
。
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凛
々
　
０
１
（
前
書
き
）

厨
二
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
酷
い
妄
想
。

戻
る
ボ
タ
ン
推
奨
。

続
く
か
ど
う
か
す
ら
未
定
。
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凛
々
　
０
１

　
バ
イ
ト
を
終
え
、
通
っ
て
い
る
大
学
の
近
く
に
借
り
た
築
３
０
年
級
の
ボ
ロ

ア
パ
ー
ト
に
帰
り
つ
い
た
僕
を
出
迎
え
た
の
は
、
妖
艶
と
い
う
言
葉
が
そ
の
ま

ま
現
実
化
し
た
か
の
よ
う
な
和
服
姿
の
女
性
だ
っ
た
。

　
花
魁
姿
と
で
も
言
う
の
だ
ろ
う
か
、
黄
色
と
緑
青
色
を
基
調
と
し
た
な
ん
と

も
派
手
な
和
服
。
少
し
着
崩
れ
た
後
ろ
襟
か
ら
覗
く
項
が
な
ん
と
も
色
っ
ぽ
い
。

　
し
か
し
頭
に
乗
っ
か
っ
て
い
る
髪
飾
り
で
あ
ろ
う
物
体
だ
け
が
妙
に
浮
い
て

見
え
る
。
な
ん
だ
あ
れ
？
　
音
響
カ
プ
ラ
？

　
で
、
そ
の
美
女
が
ち
ゃ
ぶ
台
の
上
に
設
置
さ
れ
た
、
バ
イ
ト
代
を
貯
め
て
つ

い
先
日
買
っ
た
ば
か
り
の
Ｗ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
９
５
搭
載
パ
ソ
コ
ン
の
前
で
片
肘
を

付
き
な
が
ら
カ
チ
カ
チ
と
マ
ウ
ス
を
操
作
し
て
い
る
の
だ
。

　
見
慣
れ
た
筈
の
部
屋
が
異
空
間
と
化
し
て
い
る
。

　
し
ば
し
玄
関
で
靴
も
脱
が
ず
呆
然
と
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
ま
ま
で

は
ま
ず
か
ろ
う
。

　
勇
気
を
出
し
て
声
を
出
す
。

「
え
え
と
、
ど
ち
ら
様
で
し
ょ
う
か
？
　
多
分
こ
こ
は
僕
の
部
屋
だ
と
思
う
ん

で
す
が
・
・
・
」

　
そ
の
声
で
初
め
て
僕
の
存
在
に
気
づ
い
た
の
か
、
ぴ
く
っ
と
小
さ
く
肩
を
震

わ
せ
た
後
、
そ
の
和
装
の
女
性
が
こ
ち
ら
を
振
り
向
く
。

「
お
お
、
ぬ
し
様
、
お
帰
り
で
あ
っ
た
か
。
し
か
し
な
ん
じ
ゃ
そ
の
他
人
行
儀

な
態
度
は
。
数
え
き
れ
ぬ
程
の
夜
を
共
に
過
ご
し
た
わ
ら
わ
に
対
し
て
ど
ち
ら

樣
と
は
何
と
も
つ
れ
な
い
言
葉
・
・
・
」
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そ
の
正
体
不
明
の
美
女
は
そ
ん
な
事
を
言
っ
て
不
機
嫌
な
顔
を
す
る
。

　
拗
ね
た
よ
う
な
表
情
と
声
色
は
、
最
初
に
受
け
た
印
象
に
比
べ
る
と
何
だ
か

あ
ど
け
な
い
の
だ
が
、
発
せ
ら
れ
た
言
葉
の
内
容
は
と
ん
で
も
な
い
。

　
ぬ
し
様
？
　
夜
を
共
に
？
こ
ん
な
美
女
に
そ
ん
な
事
を
言
わ
れ
る
よ
う
な
羨

ま
し
い
経
験
を
し
た
覚
え
な
ん
か
微
塵
も
な
い
。
自
慢
じ
ゃ
な
い
が
と
い
う
か

な
ら
な
い
が
、
僕
は
生
ま
れ
て
こ
の
か
た
彼
女
な
ん
か
居
た
た
め
し
が
な
い
の

だ
。

「
・
・
・
え
え
と
、
部
屋
を
間
違
っ
て
る
と
か
、
人
間
違
い
と
か
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。
僕
に
は
あ
な
た
み
た
い
な
美
人
の
知
り
合
い
は
居
ま
せ
ん
し
、
つ

れ
な
い
と
か
言
わ
れ
て
も
困
り
ま
す
」

　
そ
の
僕
の
言
葉
で
何
か
気
づ
く
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
彼
女
は
ち
ょ
っ

と
驚
い
た
よ
う
な
表
情
を
し
た
後
、
一
転
し
て
笑
顔
を
見
せ
る
。

「
美
人
と
は
嬉
し
い
こ
と
を
言
っ
て
く
れ
る
の
。
そ
う
い
え
ば
こ
の
姿
で
ま
み

え
る
の
は
初
で
あ
っ
た
。
わ
ら
わ
は
・
・
・
そ
う
じ
ゃ
の
う
凛
々
と
で
も
名
乗

っ
て
お
こ
う
か
。
何
の
凛
々
か
は
自
分
で
も
ま
だ
よ
う
判
っ
て
お
ら
ん
の
じ
ゃ
」

　
し
か
し
相
変
わ
ら
ず
言
っ
て
い
る
こ
と
は
さ
っ
ぱ
り
的
を
得
な
い
。
こ
の
姿

っ
て
な
に
さ
。

「
何
者
か
と
問
わ
れ
て
答
え
る
の
な
ら
ば
、
ほ
れ
、
あ
そ
こ
に
転
が
っ
て
い
る

ぬ
し
様
の
使
い
古
し
た
エ
プ
ソ
ン
の
Ｐ
Ｃ
９
８
互
換
機
。
そ
れ
に
あ
の
中
に
巣

を
張
っ
て
お
っ
た
女
郎
蜘
蛛
が
加
わ
り
九
十
九
と
な
っ
て
形
を
成
し
た
の
が
わ

ら
わ
だ
と
い
う
答
え
に
な
る
じ
ゃ
ろ
う
な
あ
」

　
彼
女
、
仮
に
凛
々
さ
ん
と
し
よ
う
か
、
は
そ
の
顎
に
細
い
指
を
あ
て
、
首
を
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傾
げ
な
が
ら
そ
ん
な
と
ん
で
も
な
い
事
を
言
う
。

「
え
え
と
、
九
十
九
っ
て
の
は
ツ
ク
モ
？
　
付
喪
神
と
か
妖
怪
と
か
そ
う
い
う

類
っ
て
こ
と
で
す
か
？
」

「
さ
す
が
は
主
様
、
理
解
が
早
く
て
助
か
る
。
そ
う
じ
ゃ
の
、
わ
ら
わ
は
古
に

法
力
比
べ
で
敗
れ
た
僧
の
経
文
か
ら
生
ま
れ
た
と
さ
れ
る
由
緒
正
し
き
付
喪
神
、

経
凛
々
様
の
眷
属
。
人
の
生
み
出
す
言
葉
や
文
字
に
込
め
ら
れ
た
念
が
具
現
化

し
た
存
在
じ
ゃ
」

　
由
緒
正
し
い
と
は
言
う
が
、
残
念
な
が
ら
そ
ん
な
名
前
の
神
様
や
妖
怪
は
聞

い
た
こ
と
が
な
い
。
ま
あ
そ
っ
ち
の
知
識
は
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
で
く
ら
い
し
か

知
ら
な
い
わ
け
だ
け
れ
ど
。

「
わ
ら
わ
の
一
部
を
成
す
蜘
蛛
の
名
前
の
由
来
は
女
郎
ま
た
は
上
臈
と
さ
れ
て

お
る
。
上
臈
と
は
高
位
の
僧
侶
と
い
う
意
味
を
も
つ
こ
と
も
あ
る
か
ら
し
て
、

経
凛
々
様
の
眷
属
と
し
て
わ
ら
わ
が
世
に
解
釈
さ
れ
た
の
も
、
さ
ほ
ど
無
理
が

有
る
話
で
も
な
か
ろ
う
？
」

　
凛
々
さ
ん
は
「
ど
う
じ
ゃ
ま
い
っ
た
か
」
と
で
も
言
う
か
の
よ
う
に
胸
を
張

っ
て
自
慢
気
に
答
え
る
。
零
れ
そ
う
で
目
の
や
り
場
に
困
る
。

　
ま
あ
要
約
す
る
と
、
中
に
住
ん
で
た
ク
モ
と
古
い
パ
ソ
コ
ン
が
一
体
化
し
て

化
け
て
出
た
と
。
僕
が
暮
ら
す
こ
の
現
代
日
本
と
い
う
の
は
、
思
っ
て
い
た
よ

り
も
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
世
界
な
の
だ
ろ
う
か
。

　
い
や
い
や
ま
て
ま
て
。

　
思
わ
ず
納
得
し
て
し
ま
い
そ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
ん
な
事
が
早
々
起
こ
っ
て

た
ま
る
も
の
か
。

「
そ
の
理
屈
は
お
か
し
い
で
し
ょ
。
付
喪
神
っ
て
い
っ
た
ら
何
十
年
も
大
事
に

使
い
込
ま
れ
た
物
に
宿
る
と
か
そ
う
い
う
の
で
す
よ
ね
？
　
確
か
に
そ
の
９
８
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互
換
機
は
そ
れ
な
り
に
古
い
で
す
け
ど
、
せ
い
ぜ
い
作
ら
れ
て
か
ら
数
年
し
か

経
っ
て
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！
」

　
そ
う
な
の
で
あ
る
。
つ
い
先
日
ま
で
使
っ
て
い
た
あ
の
９
８
互
換
機
は
大
学

の
合
格
祝
い
に
両
親
か
ら
買
っ
て
も
ら
っ
た
も
の
で
、
使
い
始
め
て
ま
だ
３
年

く
ら
い
し
か
経
っ
て
い
な
い
。

　
そ
ん
な
年
数
で
何
か
が
憑
い
て
し
ま
っ
て
い
て
は
日
本
全
国
、
八
百
万
で
は

済
ま
な
い
レ
ベ
ル
の
物
の
怪
天
国
だ
。

「
そ
こ
は
ぬ
し
様
が
パ
ソ
コ
ン
通
信
や
ら
ニ
ュ
ー
ス
グ
ル
ー
プ
や
ら
の
閲
覧
に

熱
心
じ
ゃ
っ
た
か
ら
の
。
利
用
者
同
士
の
文
字
を
介
し
た
や
り
と
り
か
ら
生
ず

る
念
に
は
事
欠
か
ん
。
最
近
で
は
色
々
な
場
所
で
新
参
者
の
礼
儀
が
な
っ
て
な

い
と
か
、
昔
か
ら
の
住
人
が
横
柄
だ
と
か
の
い
さ
か
い
が
盛
ん
で
あ
っ
た
じ
ゃ

ろ
？
　
そ
う
い
っ
た
こ
の
国
の
至
る
所
か
ら
発
せ
ら
れ
る
反
発
や
ら
個
人
攻
撃

や
ら
の
感
情
が
乗
っ
た
文
字
が
溢
れ
て
、
と
う
と
う
わ
ら
わ
に
自
我
が
生
ず
る

ま
で
に
な
っ
た
と
い
う
わ
け
じ
ゃ
」

「
い
や
い
や
、
そ
れ
じ
ゃ
あ
世
の
中
パ
ソ
コ
ン
通
信
や
っ
て
る
人
に
は
も
れ
な

く
美
人
の
付
喪
神
プ
レ
ゼ
ン
ト
的
な
怪
し
い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
状
態
じ
ゃ
な
い
で

す
か
！
あ
れ
で
す
か
、
通
信
会
社
の
新
た
な
販
促
戦
略
と
か
で
す
か
？
　
だ
と

し
た
ら
豪
華
す
ぎ
で
し
ょ
！
」

「
自
分
で
気
づ
い
て
い
る
か
は
知
ら
ん
が
、
ぬ
し
樣
は
か
の
有
名
な
西
寺
の
守

敏
大
徳
樣
の
末
裔
じ
ゃ
し
の
。
そ
の
霊
力
に
あ
て
ら
れ
な
け
れ
ば
こ
ん
な
事
に

は
な
り
ゃ
せ
ん
か
ら
安
心
せ
い
。
ま
あ
、
故
に
こ
そ
、
ぬ
し
樣
は
わ
ら
わ
の
ぬ

し
樣
と
い
う
わ
け
じ
ゃ
な
」

　
ま
た
も
「
か
の
有
名
な
」
な
ん
て
言
っ
て
い
る
人
名
に
さ
っ
ぱ
り
聞
き
覚
え

が
あ
り
ま
せ
ん
。
お
ま
け
に
ご
先
祖
樣
ら
し
い
と
い
う
。

　
う
う
む
、
そ
っ
ち
の
世
界
で
は
有
名
な
の
か
、
僕
の
知
識
が
あ
ま
り
に
貧
相
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な
の
か
。

「
そ
う
そ
う
、
ち
な
み
に
美
人
と
ぬ
し
樣
が
褒
め
て
く
れ
る
こ
の
わ
ら
わ
の
容

姿
じ
ゃ
が
、
ぬ
し
樣
が
主
様
が
毎
晩
覗
い
て
お
る
女
性
の
裸
体
を
多
数
掲
載
し

た
サ
イ
ト
か
ら
保
存
し
た
画
像
の
傾
向
に
影
響
を
大
き
く
受
け
て
お
る
か
ら
の
」

　
夜
を
共
に
っ
て
そ
う
い
う
こ
と
で
す
か
！
　
そ
れ
っ
て
毎
晩
の
よ
う
に
見
て

い
た
ア
レ
な
サ
イ
ト
や
９
８
互
換
機
で
や
っ
て
い
た
ア
レ
な
ゲ
ー
ム
も
知
ら
れ

っ
て
る
っ
て
こ
と
で
す
か
！

「
若
い
の
、
ぬ
し
樣
」

　
そ
う
い
う
と
凛
々
さ
ん
は
、
妖
艶
に
ニ
ヤ
リ
と
笑
っ
た
。
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ら
い
と
す
た
っ
ふ

「
右
手
前
方
、
１
ｋ
ｍ
程
先
に
見
え
る
あ
の
篝
火
の
中
心
、
目
標
の
将
軍
が
居

る
部
隊
で
間
違
い
無
い
で
ゴ
ザ
ル
な
」

　
偵
察
か
ら
戻
っ
た
〈
Ｄ
．
Ｄ
．
Ｄ
〉
の
メ
ン
バ
ー
、
通
称
ゴ
ザ
ル
が
報
告
す

る
。

　
口
調
と
性
格
こ
そ
ア
レ
だ
が
、
彼
は
私
が
〈
Ｄ
．
Ｄ
．
Ｄ
〉
に
所
属
し
て
い

た
頃
か
ら
の
ギ
ル
ド
の
中
心
人
物
の
一
人
で
、
装
備
も
腕
も
経
験
も
一
流
の
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
の
〈
冒
険
者
〉
だ
。
ま
あ
、
口
調
と
性
格
は
ア
レ
な
の
だ
が
。

　
私
達
は
現
在
、
ザ
ン
ト
リ
ー
フ
の
山
間
深
く
、
２
０
０
匹
ほ
ど
の
ゴ
ブ
リ
ン

の
集
団
が
駐
屯
す
る
谷
間
を
眼
下
に
見
下
ろ
す
、
山
の
中
腹
に
て
、
作
戦
前
の

ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
中
だ
。

　
事
の
始
ま
り
は
ク
ラ
ス
テ
ィ
君
か
ら
私
に
届
い
た
出
動
要
請
。

　
ザ
ン
ト
リ
ー
フ
半
島
掃
討
戦
か
ら
１
ヶ
月
ほ
ど
過
ぎ
た
現
在
、
〈
イ
ー
ス
タ

ル
〉
の
ゴ
ブ
リ
ン
退
治
は
中
級
レ
ベ
ル
の
冒
険
者
に
対
し
て
円
卓
会
議
が
討
伐

ク
エ
ス
ト
を
発
行
す
る
と
い
う
形
で
、
「
完
全
に
殲
滅
は
し
て
い
な
い
が
、
こ

の
前
の
よ
う
な
大
規
模
な
進
軍
は
抑
え
る
」
と
い
う
状
態
に
落
ち
着
い
て
き
て

い
た
。

　
し
か
し
１
週
間
ほ
ど
前
に
こ
の
ザ
ン
ト
リ
ー
フ
山
間
に
て
、
ゴ
ブ
リ
ン
将
軍

の
姿
と
中
規
模
の
軍
団
が
目
撃
さ
れ
た
こ
と
で
少
々
事
態
が
変
わ
る
。

　
ゴ
ブ
リ
ン
将
軍
は
モ
ン
ス
タ
ー
と
し
て
の
レ
ベ
ル
は
高
く
は
な
い
も
の
の
、

率
い
る
軍
団
は
一
介
の
冒
険
者
パ
ー
テ
ィ
ー
に
と
っ
て
は
少
々
や
っ
か
い
だ
。

円
卓
会
議
で
は
、
こ
れ
以
上
軍
団
が
大
き
く
な
る
前
に
頭
を
潰
し
て
脅
威
を
減

ら
そ
う
と
い
う
意
見
で
ま
と
ま
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
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そ
の
結
果
が
何
故
か
こ
の
私
を
含
む
〈
Ｄ
．
Ｄ
．
Ｄ
〉
の
精
鋭
メ
ン
バ
ー
に

よ
る
、
い
わ
ゆ
る
将
軍
暗
殺
計
画
と
い
う
わ
け
だ
。

「
名
高
い
〈
突
貫
黒
巫
女
〉
に
こ
ん
な
つ
ま
ら
な
い
仕
事
を
お
願
い
す
る
の
も

心
苦
し
い
の
で
す
が
。
え
え
、
別
に
私
が
ア
キ
バ
の
面
倒
な
あ
れ
こ
れ
を
押
し

付
け
ら
れ
て
い
る
の
に
、
ク
シ
さ
ん
だ
け
郊
外
で
の
ん
び
り
過
ご
し
て
る
の
が

恨
め
し
い
か
ら
と
か
そ
う
い
っ
た
理
由
は
全
然
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
心
配
な

く
」

　
と
か
い
つ
も
ど
お
り
の
澄
ま
し
た
口
調
で
さ
ら
っ
と
言
い
や
が
っ
て
。

　
ち
く
し
ょ
う
、
私
だ
っ
て
あ
れ
は
あ
れ
で
結
構
面
倒
な
こ
と
が
多
い
の
だ
。

特
に
ヤ
エ
が
色
々
や
ら
か
す
し
。

「
っ
た
く
、
１
パ
ー
テ
ィ
ー
で
ア
レ
落
と
し
て
こ
い
と
か
、
ク
ラ
ス
テ
ィ
君
も

中
々
に
人
使
い
が
荒
い
よ
ね
え
、
っ
て
い
う
か
何
で
私
が
駆
り
だ
さ
れ
な
く
ち

ゃ
い
け
な
い
ん
だ
か
」

「
〈
Ｄ
．
Ｄ
．
Ｄ
〉
の
メ
ン
バ
ー
多
し
と
い
え
ど
も
隠
密
行
動
が
可
能
で
近
接

戦
闘
も
こ
な
し
、
か
つ
大
局
を
み
つ
つ
作
戦
行
動
が
取
れ
る
回
復
職
と
い
う
の

は
貴
重
で
す
。
む
し
ろ
先
輩
以
上
の
適
任
者
は
い
ま
せ
ん
！
　
今
回
の
メ
ン
バ

ー
選
出
の
際
に
私
か
ら
隊
長
に
要
請
を
出
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
お
ど
ｓ
も

ミ
ロ
ー
ド

と
い
お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
！
」

「
・
・
・
山
ち
ゃ
ん
ェ
・
・
・
」

　
こ
い
つ
が
元
凶
だ
っ
た
か
。

　
な
ん
な
の
だ
ろ
う
か
、
こ
の
山
ち
ゃ
ん
。

　
普
段
は
冷
静
な
真
面
目
っ
子
な
の
だ
が
、
時
折
こ
う
い
っ
た
変
な
ス
イ
ッ
チ

が
入
っ
て
奇
行
に
走
る
。
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「
皆
も
さ
あ
、
こ
ん
な
無
茶
な
作
戦
は
ボ
イ
コ
ッ
ト
し
よ
う
よ
。
別
に
ギ
ル
マ

ス
や
山
ち
ゃ
ん
だ
か
ら
っ
て
無
条
件
に
言
う
こ
と
聞
く
こ
と
な
い
ん
だ
し
さ
。

い
つ
か
ら
〈
Ｄ
．
Ｄ
．
Ｄ
〉
は
ブ
ラ
ッ
ク
企
業
の
仲
間
入
り
を
し
た
の
さ
？
」

「
い
え
！
さ
ん
さ
さ
ん
と
〈
黒
姫
〉
と
作
戦
行
動
と
か
全
俺
会
議
に
て
賛
成
多

数
、
満
場
一
致
で
す
か
ら
！
」

「
我
ら
ギ
ル
ド
内
の
希
望
者
多
数
の
屍
を
踏
み
超
え
て
此
処
に
立
っ
て
い
る
精

鋭
で
ゴ
ザ
ル
よ
！
　
実
際
ク
シ
殿
に
逝
け
と
い
わ
れ
れ
ば
拙
者
、
一
人
で
も
あ

の
陣
中
に
特
攻
す
る
所
存
！
」

「
特
攻
Ｍ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
！
？
」

「
む
し
ろ
こ
の
逆
境
！
　
リ
ア
ル
オ
レ
を
残
し
て
先
に
行
け
！
　
と
か
が
期
待

さ
れ
る
こ
の
逆
境
！
　
ま
さ
に
逆
境
こ
そ
好
機
！
」

「
山
ち
ゃ
ん
、
こ
い
つ
ら
大
災
害
後
も
相
変
わ
ら
ず
こ
ん
な
な
の
？
」

「
え
え
、
概
ね
い
つ
も
通
り
で
す
・
・
・
」

続
ｋ
　
か
な
い
。
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ら
い
と
す
た
っ
ふ
（
後
書
き
）

津
軽
 

あ
ま
に
先
生
の
と
こ
ろ
の
〈
Ｄ
．
Ｄ
．
Ｄ
〉
が
楽
し
そ
う
で
羨
ま
し
く

て
血
迷
い
ま
し
た
。
ご
め
ん
な
さ
い
。

追
記
：
ト
チ
狂
っ
て
独
立
連
載
に
ま
わ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
！
Ｍ
Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

！
？
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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